
令和５年度

島根県教育センター 企画・研修スタッフ 共同研究

島根の子どもの資質・能力を育む授業づくり

（１年次）

～授業構想において大切にしたい

ポイントの検討～



１ 研究の背景

全国学力・学習状況調査の結果

小学校（算数） 中学校（数学） 中学校（英語）

島根県は全国と比較して正答数の多い子どもが少なく、正答数の少ない子どもが多い

学校訪問の際の「授業に関する困りごと」の聞き取りの結果

99件のうち、23件が「子どもの学力差」に関するもの



２ 研究の目的

２か年の研究の目的
一人一人の子どもの資質・能力を育成するために、指導と評価の一体化
を図った授業構想の在り方を提案する

今年度（１年次）の研究の目的
「指導と評価の計画」及び「本時の展開」を構想するうえで大切にした
いポイントを見いだすとともに、指導と評価の一体化を図った授業構想
の在り方を明確にする



３ 研究の計画

○１年次

①「指導と評価の計画」及び「本時の展開」の作成

②大切にしたいポイントの列挙

③大切にしたいポイントの分類・整理

④指導と評価の一体化を図った授業構想の在り方の検討



４ 研究の実際

（１）「指導と評価の計画」の作成

作成した「指導と評価の計画」小学校（算数）

単元の目標

単元の評価規準

指導と評価の
計画

構想する上で
大切にしたい
ポイント



４ 研究の実際

（２）「本時の展開」の作成

作成した「本時の展開」小学校（算数）

本時の目標
（ねらい）

展開

評価基準

構想する上で大切
にしたいポイント



４ 研究の実際

（３）「指導と評価の計画」及び「本時の展開」を構想する
うえで大切にしたいポイントの分類

ポイントを整理した模造紙



４ 研究の実際

（４）「指導と評価の計画」において大切にしたいポイントを
類別した５つのカテゴリー

ア 単元の目標（ねらい）

イ 単元の流れ・子どもの思考

ウ 各教科等の見方・考え方

エ 学習評価

オ 活用場面



４ 研究の実際

ア 単元の目標（ねらい）

単元の目標(1)(2)は学習指導要領解説を、(3)は参考資料を
基に設定します。

子どもの実態（資質・能力の状況）を把握

設定した目標（ねらい）の共有



４ 研究の実際

イ 単元の流れ・子どもの思考

・単元目標から単元を設計する
・単元を貫く課題や問いを設定する
・単元を通した子どもの思考の流れを考える

これまでは、長さや重さなど、その大きさを一つの量（ｍやｇ等）で表し、比較
をしてきています。そのため、速さのように一つの量を二つの量の割合で表すこ
とに考えが及ばない児童が多いと思われます。
ここでは、速さなどの量を表すためには、二つの量が必要であることや、どち

らかを基準にしてその割合で表すことが便利であることを児童自らが見つけ出し
ていく工夫が必要です。



４ 研究の実際

ウ 各教科等の見方・考え方

ここでの数学的な見方・考え方は、「伴って変わる二つの数量やそれら
の関係に着目し、変化や対応の特徴を見いだして、二つの数量の関係を表
や式を用いて考察する力」です。

・各教科における見方・考え方を明確にして、単元の
学習に取り入れるようにする

・比較・分類・概念化等を通して、子どもの気付きを
促し、次の学習につなげるようにする



４ 研究の実際

エ 学習評価

・確認、指導、記録に残す計画を考える

・記録に残す評価は、子どもの変容が見取れるように学習
指導の後に設定する

・記録に残す評価と授業改善につなげる評価を明確にする

・どのように記録に残す評価を見取るのかを具体的にする

指導に生かす評価を行う代表的な機会については「・」を、その中で特に学級全員
の児童の学習状況について、総括の資料にするために記録に残す評価を行う機会に
は「〇」を付けています。



４ 研究の実際

オ 活用場面

・ 身に付けた資質・能力を活用できる学習活動を設定する
・ 生きて働く知識及び技能を育むために、活用につながる

ようにする

この単元において、「伴って変わる二つの数量やそれらの関係に着目し、変化や対応の
特徴を見いだして、二つの数量の関係を表や式を用いて考察する力」を身に付けるため
には、前時や前小単元の学習で身に付けた見方・考え方を活用しながら問題解決を図る
学習活動が大切です。



４ 研究の実際

ア 授業構想全体

イ 導入場面

ウ 展開場面

エ 終末場面

（５）「本時の展開」において大切にしたいポイントを
類別した４つのカテゴリー



４ 研究の実際

ア 授業構想全体

本時のねらいは、その
単元で育成する資質･能力
を基に設定します。

・育成する資質・能力を基にねらいを設定する
・本時のゴールの子どもの姿を想定する
・校種間・学年間の関連を意識する
・それまでの子どもの学びを意識する



４ 研究の実際

イ 導入場面

｢○○は速い｣という日常生活の事象の中から、数学的に表現した問題として
「速さ」を学習活動に取り上げています。

・興味関心をもたせ、自分事として捉えられるようにする
・見通しを持てるようにする
・必然性があり意欲が高まる学習課題を設定する



４ 研究の実際

ウ 展開場面

児童の実態や問題解決の仕方に応じて、個人、ペア、グループなど、
最も有効と思われる学習形態を適宜取り入れます。

・個の追究する時間をもつこと
一人一人が自分で挑戦し、自分なりの考えをもてる

ようにする
・集団追究の時間をもつこと

他者の考えと自分の考えを比べ、より妥当な考えを
つくったり、多面的・多角的に考えたりできるように
する



４ 研究の実際

エ 終末場面

本時の学習で解決したことを、本時の学習で使われた言葉を使ってまとめて
いきます。

○まとめ
・本時の学習で使われた言葉を使ってまとめる
・ 「見方・考え方」を働かせた考えを、積極的に価値付ける

○振り返り
・新しい気付きのために、振り返りの視点を示す

○評価・支援
・子どもの状況を的確に見取り、それぞれの状況に応じた支援を行う。
「Ｃ」ならば「Ｂ」に、「Ｂ」ならば「Ａ」になるよう具体的な支
援を事前に考えておく



５ 考察

（１）「指導と評価の計画」において大切にしたいポイント
から見いだした重点

ア 身に付けさせたい資質・能力を明確にする

イ 資質・能力を発揮しながら学習できる場面
を設定する



５ 考察

（２）「本時の展開」において大切にしたいポイントから
見いだした重点

ア 「本時の目標（ねらい）」と「指導と評価
の計画」の整合性を図る

イ 指導と評価の一体化を図るための具体的な
手立てを構想する

ウ 指導と評価の一体化を図るための具体的な
支援を準備する



６ まとめ

（１）１年次の成果

・「指導と評価の計画」及び「本時の展開」を実際に作成し、

大切にしたいポイントを検討することで、それぞれの重点を見

いだすことができた。

・見いだした重点の多くは、「子どもの具体的な姿」をイメー

ジすることに関連するものであった。

・授業構想では、学習活動における「子どもの具体的な姿」を

イメージし、子どもの資質・能力を育むための具体的な「手立

て」や「支援」を明確にしておくことの重要性が見えてきた。



６ まとめ

（２）２年次の研究について

【研究の仮説】

大切にしたいポイントを踏まえて「指導と評価の計画」及び

「本時の展開」を構想することで、指導と評価の一体化を図

るための手立てと支援が明確になり、子どもに身に付けさせ

たい資質・能力を育成することができるであろう。
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